
 

 

 

『エコ・フィロソフィ研究』第 5 号の発刊に寄せて  

 

TIEPh 代表  山田利明  

 

 

 TI E P h 設 立 の 原 資 と な っ た 文 部 科 学 省 科 学 技 術 調 整 費 は 、 昨 年 3 月 に 終 了 し

た 。 こ の 一 年 間 は 学 内 予 算 に よ っ て こ の 組 織 は 運 用 さ れ て き た 。 そ れ で も 、 一

般 社 団 法 人 サ ス テ イ ナ ブ ル ・ サ イ エ ン ス ・ コ ン ソ ー シ ア ム （ S S C） へ の 加 盟 、

同 法 人 へ の 理 事 等 役 員 の 派 出 、 東 京 農 工 大 学 と の セ ミ ナ ー な ど を 開 催 す る こ と

が で き た 。 ま た 、 他 学 会 と 共 催 の 研 究 集 会 も 行 わ れ て い て 、 ほ ぼ 通 年 の 活 動 を

行 う こ と が で き た 。 た だ 、 年 度 末 に 計 画 し た 大 き な シ ン ポ ジ ウ ム は 、 周 囲 か ら

の 期 待 も 大 き く 、多 数 の 参 加 者 が 見 込 ま れ た に も か か わ ら ず 、 3 月 11 日 に 突 然

東 日 本 を 襲 っ た 巨 大 地 震 と 津 波 に よ っ て 、 中 止 の や む な き に 至 っ た 。 こ の 地 震

に よ る 被 害 が 明 ら か に な る に 従 っ て 、 エ コ ロ ジ ー の あ り 方 、 サ ス テ イ ナ ビ リ テ

ィ の 意 義 を 強 く 感 じ る よ う に な っ た の は 、 私 一 人 だ け で は あ る ま い 。  

 

 こ こ に 、こ の 一 年 の 研 究 成 果 の 一 部 を 公 表 し て 、「 エ コ・フ ィ ロ ソ フ ィ 」の 一

端 を 明 ら か に す る 。 江 湖 諸 賢 の 御 教 示 を 乞 う 次 第 で あ る 。  

 

 


